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研究成果の概要： 

高齢者と若齢者（研究１）、禁煙外来患者（研究２）を対象とし、自己観や健康行動に関連す

る２つの実験的研究を行った。測定は質問紙（顕在的測度）と IAT（Implicit Association Test. 
潜在的測度）の両方を用いた。研究 1 では、高齢者の精神的健康や健康増進行動には、潜在的、

顕在的な「自己健康観」や「他者との関係良好性」が大きく関わっていること、研究２では、

禁煙開始前の潜在的な煙草イメージが、禁煙開始 1ヶ月後の体内ニコチン濃度を予測すること、

また家族からの支援が禁煙の遂行に関わることが明らかになった。 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 1,400,000 0 1,400,000 

２００７年度 800,000 0 800,000 

２００８年度 800,000 240,000 1,040,000 

総 計 3,000,000 240,000 3,240,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：心理学・社会心理学 
キーワード： 
(1)潜在的態度  (2) Implicit Association Test  (3) 自己観  (4) 健康促進行動   
(5) 喫煙への態度                
               
１．研究開始当初の背景 

近年の社会心理学の領域では、態度には、
意識的にコントロールできない自動的（潜在
的）な態度、意識的にコントロールが可能な
統制された（顕在的）態度の２種類があると
されている。それら２種類の態度は、評価懸
念が高い（プライベートに関わることであっ
たり社会的に望ましくない考えであったり
して、他者に知られたくないと思う程度が高
い）領域や、自分自身で認めたくないような

領域において乖離の度合いが高くなること
が分かっている。特に自分自身に関連する態
度でネガティブなものについては、人はその
態度をゆがめて表明してしまう可能性が高
いことが指摘されている（e.g., Greenwald & 
Nosek, 2001）。 

潜在的態度を測定する方法には幾つかの
方法が開発されているが、その中でも最も結
果の信頼性や安定性が高いとされるものに、
IAT（Implicit Association Test 以下 IAT）
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がある。IAT は、Greenwald と Banaji ら
（Greenwald & Banaji, 1995; Greenwald, 
McGhee, & Schwartz, 1998)によって提案・
開発されて以来、潜在的態度を扱う研究の多
くに用いられ、研究数の増加は顕著である。 

そして本研究開始当初において、偏見、ス
テレオタイプ、抑うつや社会的不安、攻撃性、
食生活など、人間のさまざまな行動と潜在的
態度との関連が指摘されつつあった。そして
臨床場面や応用的領域においての潜在的態
度測定も増加の傾向にあり、顕在的・潜在的
な態度がそれぞれ別の社会的行動に影響を
与えていることが明らかになっていた（e.g., 
Strack & Deutsch, 2004）。 

しかし、日本においては潜在的態度を扱っ
た研究は未だ少数であり、ましてや臨床領域
や応用領域と関連させた研究はほとんどな
い。それらの研究を行うには、研究対象者を
大学生以外に広げる必要があり、実質的にデ
ータ収集が困難になるという背景もある。 

本研究では、高齢者や喫煙者など、大学生
以外に研究対象者を広げ、健康行動、喫煙や
食生活などの生活習慣や意志決定に、顕在
的・潜在的態度がどの程度かかわるのかを検
討する研究を行う。特に IAT を用いた喫煙に
ついての潜在的態度と顕在的態度の介入前
後の変化について検討した研究は、欧米、日
本を問わず、未だに行われていない。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、潜在的、顕在的自己観と
ともに健康や喫煙についての潜在的態度と
顕在的態度の関係性を検討し、健康行動や禁
煙成功などを予測する変数の検討を目指す
ことである。そして、将来的には臨床方面、
特に煙草やアルコール依存、過食などの常習
行動（addictive behavior）の予測・抑制へ
の潜在的指標の活用を目的としている。 

下記の２つの研究を通じ、日常的な健康増
進行動や禁煙行動を予測することを目指し
た。 

研究１では、「自己」や「健康」に対する
態度について、若年者と高齢者の潜在的・顕
在的態度を測定し、その態度構造の差異を明
らかにした。また、客観的な行動指標として
日常的な運動量を測定した。 

研究２では、禁煙外来にて禁煙を志す者を
対象に、禁煙開始時、禁煙開始 1ヶ月目、禁
煙開始 3 ヶ月目、の 3 回にわたり縦断的に、
潜在的、顕在的な「煙草イメージ」「自分と
煙草の近さ」を測定した。 
 
３．研究の方法 
（１）研究１ 
①実験参加者： 

高齢者 48 名（男性 24 名、女性 24 名、
平均年齢68.65（標準偏差4.54、範囲61-77））。

大阪府内のシルバー人材センターを通して
参加者を募った。 

若齢者 36 名（男性 18 名、女性 18 名、
平均年齢 20.83 才（標準偏差 1.70、範囲
19-27））。大学の授業を通じて参加者を募っ
た。 
②手続き 

参加者は 2～4 人を１組として実験に参加
した。複数の実験参加者間はパーティション
にて区切り、互いが見えないよう配慮した。 

まず潜在的な自己観や健康観を測定する
IAT（Implicit Association Test; Greenwald, 
McGhee, & Schwartz, 1998）、次に顕在的な
自尊心や健康観を測定する質問紙を行った。
さらに、翌週に別の実験のため再度来室する
までの間、ライフコーダー（生活習慣記録機。
毎日の歩数や運動量を測定）を身につけても
らうよう依頼した。 

最後にこの実験と次に行ってもらう実験
についての説明を行って、この実験は終了と
なった。特に研究参加への任意性と個人情報
の保護、また研究結果の公表については詳細
に説明した。 
③測定課題 
・潜在的連合テスト（Implicit Association 
Test）：潜在的指標 
実験参加者は、1)「自己」への態度、2)自分
の「健康」感、の２種類の IAT 課題を行った。
1)2)の課題の順番および、一致・不一致課題 
のどちらを先に行うかは、実験参加者番号に
より自動的に振り分けられ、カウンターバラ
ンスされた。 
・質問紙：顕在的指標 
質問紙で測定した尺度は下記の通りである。 
・自尊心尺度（Rosenberg, 1965; 山本・松井・
山成, 1982）10 項目：「少なくとも人並みに
は、価値のある人間である。」「自分に対して
肯定的である。」などの項目について「あて
はまらない」から「あてはまる」まで 5 件法
で尋ねた。 
・「自分」への態度 10 項目：自分自身のイ
メージとして、10 項目の SD 尺度を 7 件法で
尋ねた。SD 尺度の形容詞は、IAT 課題で用
いた 10 個の形容詞（素敵な、心地よいなど）
を、逆の意味を持つものと対にして使用した。 
・所属欲求尺度 （Leary, Kelly, Cottrell, & 
Schreindorfer, 2005; 小林・谷口・木村・
Leary, 2006）10 項目：「困ったときに頼れる
人がいると常に感じていたい」「他の人に受
け入れてもらいたい」など、人の仲間に所属
していたいという欲求を測定する尺度。「あ
てはまらない」から「非常によくあてはまる」
まで 5 件法で問うた。 
・主観的幸福感：「幸福な」「楽しい」などの
形容詞 5 項目について、「まったく当てはま
らない」から「非常にあてはまる」までの 7
件法で問うた。 



 

 

・ 精 神 的 健 康 （ General Health 
Questionnaire、GHQ-28、中川・大坊, 1996）： 
・デモグラフィック項目：性別、年齢、一緒
に住んでいる人を尋ねる項目（配偶者、親な
ど） 
・その他、生活習慣全般 
 
（２）研究２ 
①実験参加者： 

2008 年 4 月より 2009 年 2 月まで、大阪府
内の病院の禁煙外来に通う者のうち、研究同
意が得られ且つ 30 分程度の研究協力に同意
が得られた者 45 名（平均年齢 54.81）。 

調査は禁煙外来診察後に行った。ただしパ
ソコン操作を含むため、高齢者（70 歳以上）
やパソコン操作に不安を覚える者等につい
ては対象外とした。 

1 回目（禁煙開始前）、２回目（禁煙開始後
1 ヶ月目）、３回目（禁煙開始後 3 ヶ月目、受
診最終日）の、合計３回の時点での喫煙イメ
ージを縦断的に調査した。分析に使用した人
数は、1～3回目の順に 45, 26, 25人である（途
中を飛ばして受診した者がいるため、2 回目
の参加者数が少なくなっている）。 
②手続き 
通常の禁煙外来での診察終了後、1 人ずつ奥
の小部屋にて個別で実験を行った。参加者に
はまず全体の概略を説明し、IAT を実施、そ
の後質問紙への回答を求めた。 
③測定課題 
・潜在的指標（IAT）：1)煙草に対するイメー
ジ（煙草・文具 v.s. 良い・悪いの連合強度）、
2)煙草と自分の近さ（煙草・文具 v.s. 自分・
他者の連合強度）を測定した。 
・顕在的指標（質問紙）：煙草に対するイメ
ージ、禁煙に踏み切らなかった理由、禁煙を
開始しての心理的、身体的変化、周囲の者か
ら受けている援助など。本報告では特に煙草
に対するイメージについて報告する。 
・依存度：ニコチン依存度スクリーニングテ
スト（TDS; Kawakami et al., 1999）、ファ
ーガストロームのニコチン依存度指数
（FTND; Heatherton, 1991） 
・喫煙量：1 日あたり喫煙する煙草の本数（た
だし自己報告）、呼気中の CO 濃度、尿中ニ
コチン濃度。 
 
４．研究成果 
（１）研究１ 

①高齢者と若齢者の自尊心の比較 
まず高齢者と若齢者の顕在的および潜在

的自尊心を比較する（図１a、１b参照）。 
潜在的自尊心は反応時間をもとにしてお

り、高齢者は若齢者よりも反応時間が長いが、
本研究では IAT指標として反応時間の標準偏
差の影響を考慮に入れた D値を使用している
（Greenwald, Nosek, & Banaji, 2003）。 

 
顕在的には、高齢者は若齢者よりも自尊心

が高い傾向がある（t(78)=1.70, p<.10）が、
潜在的な自尊心は高齢者が若齢者よりも低
い（t(78)=2.19, p<.05）。この結果から、加
齢は一般的にポジティブな印象でとらえら
れにくいため、潜在的には高齢者の自尊心も
若齢者より低くなっているが、顕在的にはそ
れを認めることが難しく、高めの評定が行わ
れているのではないかと推測できる。 
②潜在的・顕在的自尊心と社会的適応 

次に、顕在的、潜在的自尊心の組み合わせ
による、社会的適応への影響を検討するため、
平均値にてそれぞれの参加者を潜在的自尊
心高群・低群（平均値：高齢者=.51、若齢者
=.68）、顕在的自尊心高群・低群（平均値：
高齢者=3.51, 若齢者=3.27）と分け、それら
を独立変数とし、主観的幸福感、孤独感、１
週間の歩数、1 週間の運動量、GHQ をそれぞ
れ従属変数とした 2要因分散分析を高齢者・
若齢者別に行った。その結果、高齢者と若齢
者で異なる結果が得られた。 

＜高齢者の結果＞ 
主観的幸福感を従属変数とした分析の結

果、顕在的自尊心（以後、顕自）と潜在的自
尊心（以後、潜自）の交互作用効果が有意で
あった（F(1, 41)=4.48, p<.05 , η2=.10、
図２参照）。 

同様に、従属変数を一日当たりの運動量

図１a. 参加者集団別の顕在的自尊心（RSES)
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図１b. 参加者集団別の潜在的自尊心（IAT値）
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図２. 顕在的・潜在的自尊心別、主観的幸福感(高齢者）
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（kcal）としても（F(1, 41)=3.28, p<.08 , 
η2=.07）、一日あたりの歩数（F(1, 41)=3.73, 
p<.06 , η2=.08）としても同じ方向の交互作
用効果が有意であった（図３，４）。GHQ、UCLA
孤独感尺度についても同様の方向性は見ら
れたが有意な結果は得られなかった。有意差
が得られた主観的幸福感と一日当たりの運
動量、一日当たりの歩数については、下位検
定の結果、すべて顕自高・潜自低群が高い値
になっており、顕自低・潜自低群との間に有
意な差が見られている。 

 

図３. 顕在的・潜在的自尊心別、運動量/日（高齢者）
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図4.  顕在的・潜在的自尊心別、歩数/日（高齢者）
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＜若齢者の結果＞ 
主観的幸福感（図５）、孤独感（図６）を

従属変数とした 2要因分散分析の結果、有意
な交互作用効果がみられた（それぞれ F(1, 
30)=3.53, p<.07, η2=.12;  F(1, 30)=6.18, 
p<.05, η2=.17）。下位検定の結果、顕自高・
潜自低群は顕自低・潜自低群に比べて高い社
会的な適応を示していることがわかった。 

図5. 顕在的・潜在的自尊心別、主観的幸福感(若齢者）
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図6. 顕在的・潜在的自尊心別、孤独感(若齢者）
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以上の結果をまとめると、高齢者、若齢者

の全ての従属変数において、顕自高・潜自低
群は顕自低・潜自低群に比べて高い社会的な
適応を示し、顕自低・潜自低群が最も社会的
に不適応であることが確認された。また本研
究における高齢者の分析結果からは、顕自
低・潜自高群は、社会的な適応が悪いわけで
はないことが明らかになったが、ここから、
顕在的な低自尊心者であっても、潜在的自尊
心が低くない限り、社会的適応に悪い影響は
ないと考えることができる。 

次に、高齢者と若齢者の違いについて考え
てみる。高齢者では、顕自高・潜自低群、顕
自高・潜自高群、顕自低・潜自高群の間には
有意な差が見られなかったが、若齢者では主
観的幸福感において、顕自高・潜自低群が他
の群より有意に高い評定値となった。つまり、
顕自高・潜自低群は他の群より有意にポジテ
ィブな自己観を持っているということであ
る。先行研究では、顕自が高い群の中でも、
潜自が低い群はナルシシズムとの相関が高
く、「防衛型・不安定型」だとされている（e.g., 
Jordan, et al., 2003; Zeigler-Hill, 2006）。
有意差が見られた従属変数は主観的な評定
のみで、ポジティブな行動指標との関係は見
られていない。ここから、若齢者の顕自高・
潜自低群の背後には、先行研究で指摘される
ようなナルシシズムの存在が考えられる。ナ
ルシシズム的傾向は、特に大学生ぐらいの若
齢者に多く見られる可能性があり、それが何
らかの社会的不適応と関連するのであれば、
今後も「防衛型・不安定型」自尊心の様相に
ついて継続して検討していく必要があろう。 

上述のように、本研究の結果では若齢者に
はナルシシズムが疑われる傾向が見られた
が、高齢者には見られなかった。高齢者では、
顕自高・潜自低群、顕自低・潜自高群がほぼ
同程度のポジティブな反応をしている。そし
て、若齢者の結果との相違点として、高齢者
では行動指標である「社会的活動指標」にお
いても顕自高・潜自低群、顕自低・潜自高群
は健康的な反応をしている。高齢者にとって、
顕自高・潜自低群はナルシシズム的というよ
り、むしろ社会的に適応していると考えて良
いのかもしれない。 
②自分の「健康」感 
 健康については、潜在的には高齢者と若齢



 

 

者の間に有意な差は得られなかった（高齢者
0.56、若齢者 0.65）。 

顕在的には「自分の健康状態」と「健康へ
の心がけ」の 2 指標を測定したが、高齢者・
若齢者間で有意差が得られたのは「健康への
心がけ」だけであった（t(78)=6.90, p<.001、
図）。高齢者は若齢者と比較して、潜在的に
は自分と健康イメージの強さは変わらない
が顕在的に「自分と健康への心がけ」のイメ
ージが高い。 

「心がけ」については、評定値１「まった
く心がけていない」、２「どちらかといえば
心がけている」、３「心がけている」という
回答方式のため、意味上の理論的中点（どち
らともいえない）は存在しないが、１と２の
中間で 1.5 あたりであろう。t 検定の結果と
あわせ、高齢者も若齢者も心がけはあるが、
高齢者の方がその気持ちがより高いことが
分かる。高齢者の方が自分の健康に不安があ
るために自覚的に心がけを高く持っている
と推察できる。 

高齢者、若齢者別に、独立変数として健康
への心がけ、自分・運動イメージ、自分・仲
間イメージ、潜在的な自分と健康の近さ、所
属欲求を、従属変数には社会的適応や行動指
標として、主観的幸福感、GHQ、1 週間の運
動量、1 週間の歩数、1 週間の活動時間合計
を使用し、重回帰分析（ステップワイズ法）
を高齢者、若齢者ごとに行った。 

その結果、高齢者の場合、1 週間の運動量
や歩数を規定するのは所属欲求の高さであ
ることが明らかになった（β=.36～33、
p<.05）。他方、若齢者の場合は、所属欲求は
1 週間の平均運動量に負の効果を持っていた
（β=-.41、p<.05）。一週間の平均運動量、平
均歩数、平均活動時間は、いずれも若齢者の
方が高齢者よりも有意に高い値となってい
る（それぞれ、t(70)=5.08, 4.73, 3.64, ps<.001。
平均値は高齢者・若齢者の順に、平均運動量
168.5, 271.0; 平均歩数 7283.6, 10449.3; 平
均活動時間 78.7, 104.4）。若齢者は大学生と
いうこともあり、所属欲求にかかわらずある
程度の運動を日々行っていたり、あるいは、
所属欲求の低い者の方が、人と交わって話を
したりすることよりも自分の意志に従って
運動や活動をしたりしていると考えること

ができる。逆に高齢者は、自ら予定を入れな
いと自宅から出ない日が続く可能性があり、
健康増進のためには所属欲求の高さが促進
的に機能している可能性が指摘できる。 

また主観的幸福感については、高齢者は
「健康への心がけ」が有意な効果を持ってい
たが（β=.39, p<.01）、若齢者では自分と健
康のイメージの近さが有意な効果を持って
いた（β=.65, p<.01）。高齢者・若齢者を問
わず、「健康であること」や「健康を志向す
ること」が主観的幸福感につながることが示
されたといえる。 
（２）研究 2 

平均煙草本数の継時的変化は、1 回目 29.8
本、2回目 7.8本、3回目 0本（F(2, 16）=10.66, 
p<.001)であった。 
①顕在指標（質問紙）の変化 

「煙草」、「煙草を吸う人」に対する感情温
度計の数値（図８）より、回を追う毎に感情
温度が下がっていることが分かる。クロンバ
ックのα係数が.80 であったため、それらを
合算し反復測定の分散分析を行ったところ、
時間による感情温度の低下が有意（F(2, 
26)=5.89, p<.01）であった。 

その他に「煙草」「煙草のにおい」「煙草の
感触」「煙草の煙」「煙草を吸う人」について
のイメージ評定も測定した（図８）。クロン
バックのα係数は.74 であったため、それら
の指標を合算し、反復測定の分散分析を行っ
たところ、時間による煙草イメージの低下が
有意（F(2, 28)= 3.92, p<.05）であった。 

 
②潜在的指標（IAT）の変化 

図９に、1)煙草に対するイメージ、2)煙草
と自分の距離の継時的変化を示す。値が高く
なるほど 1)煙草＝悪い、2)煙草＝他者（自分
から遠い）という意味となる。 

反復測定の分散分析の結果は、それぞれ
1)F(2, 32）=1.92, n.s.、2)F(2, 32）=2.91, 
p<.07 であった。1)のイメージについては方
向性としては時間が経つにつれ「煙草＝悪
い」と評価されているが、時間経過による有
意差はみられず、顕在的な反応とは異なり潜

図７．高齢者と若齢者の健康への心がけの高さ
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在的には「煙草＝良い」という考えが抜けに
くいことを示している。2)の煙草と自分との
近さについては有意傾向がみられ、下位検定
の結果、1 回目と 2 回目で有意に値が上昇し
ており、1 回目から 2 回目にかけては、参加
者は「自分と煙草の距離が遠くなった」と感
じていたことが示された。2 回目と 3 回目の
間には有意差はない。ただし全体的に値が負
であることから、禁煙治療期間の 3 ヶ月の間
は全般的に「煙草と自分の距離は近い」と感
じられていたことが分かる。やはり潜在的指
標は顕在的指標とは異なる継時的変化が見
られ、「煙草」に対する「好意的な思い」を
断ち切ることは難しいことが分かる。 

 
③行動指標（呼気 CO 濃度、尿中ニコチン濃
度）との相関 
・行動指標の変化：呼気 CO 濃度は、1 回目～
3回目にかけて値はそれぞれ 12.43、6.0、2.14
であり、尿中ニコチン濃度についてもそれぞ
れ、12.43、6.0、2.14 であり、全体として順
調に下がっている。 
・行動指標と顕在的指標：感情温度計の値は、
行動指標とは相関がなかった。イメージ評価
の方は 1回目の煙草イメージが良いほど 1回
目および 2回目時点での喫煙本数が多い傾向
がみられた（それぞれ r=.444, p<.02, r=.43, 
p<.10）。 
・行動指標と潜在的指標：1 回目の「煙草＝
悪い」D値と 2回目時点での尿ニコチン濃度
との相関は有意傾向であり（r=-.58, p<.10）、
1 回目に「煙草＝良い」の連合が強い者ほど
2 回目時点でのニコチン濃度が高くなる傾向
があることが示された。また 3回目の「煙草
＝悪い」「煙草＝他者」D値と、3回目時点で
の尿ニコチン濃度と呼気 CO 濃度に有意な相
関がみられた（r=-.79～-.88, p<.05）。 
まとめると、顕在的指標と関連するのは行動
指標のうちでも自己報告による喫煙本数、潜
在的測度が関連するのは自己報告によらな
い行動指標であり、それぞれ別の行動と関連
していることが明らかになった。今後はさら
に対象者を増やし、禁煙開始後 3ヶ月時点に
加え、開始後 6ヶ月時点での禁煙成功の可否
を顕在的・潜在的指標が予測できるかを詳細
に検討していく。 
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図９．IAT　D値の継時的変化
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